
１．石綿健康被害判定小委員会及び審査分科会の開催状況

２．令和３年４月～９月における医学的判定の状況等（単位：件）
(1)認定疾病と判定するもの (2) 認定疾病でないと判定するもの

※判定小委員会にて判定した件数であり、（独）環境再生保全機構の受付認定状況と異なる。
※施行前死亡者とは、法施行日（平成18年３月27日）よりも前に指定疾病により死亡された方である。

未申請死亡者とは、法施行日（平成18年３月27日）以後に認定の申請をしないで指定疾病により死亡された方である。

石綿健康被害判定小委員会の開催状況等
資料２

（R３.４～R３.９） （R３.４～R３.９）

R３.４月～９月 累計

判定小委員会 ６回 203回

審査分科会 18回 397回

石綿肺等審査分科会 ６回 121回

判定件数（R３.４～R３.９） 判定件数（R３.４～R３.９）



新型コロナウイルス禍における審議会の開催状況等
資料２

• 新型コロナウイルスの影響により、首都圏外の病院に在籍する委員の参集が困難となった
ため、審議会を一部延期（令和２年２月～６月）

• web会議システムを用いて、石綿肺等審査分科会を開催（令和２年４月～）。病理標本等
の検鏡が必要な案件については、病理担当委員のみ参集とし、web会議システムを併用し
て開催（審査分科会は令和２年５月～、判定小委員会は令和２年６月～開催）。

• 未審査案件に対応するため、審議会開催数を月４回から月５回に増加（令和３年３月～）。

• 新型コロナウイルス禍等の有事・平時を問わず、円滑な審議会の運営を継続し、オンライ
ンによる医学的判定等を可能とする「石綿健康被害判定業務のICT化システム」を構築中。

• 未審査案件への対応のため、今後、分科会１回当たりの審議件数の増加や、分科会の開
催数の増加を予定。

• 令和４年３月頃から「石綿健康被害判定業務のICT化システム」の仮運用を開始予定（本
格運用は令和４年４月からの予定）。

令和２年度～令和３年度の概況

今後の方針


